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	工程設計FMEAは、略してPFMEAと呼ぶ。工程もシステムの一種である。
工程（プロセス：Process）は、製造工程に限らない。製品設計プロセス、購買プロセス、販売プロセス、設備保全プロセス、会計プロセスなど、およそ、業務は全て工程である。病院での診察・治療のプロセス、航空機の管制プロセスなども同様。

	
	製品設計や工程設計はシステム設計の一種であり、中身は大別して機能設計と信頼性設計に分かれる。安全性設計は、機能設計でも信頼性設計でも考慮するから、独立に扱わない。
・機能設計は、システムが所定の機能を果たすように設計すること。アラーム時計、電池を入れれば秒針、短針・長針が所定の誤差内で動き、所定のセッティングでアラームが作動するように設計する。
・信頼性設計は、故障しないように設計すること。
対策が不足すると分かっている故障は、FMEAの前に対策を講じる。FMEAをすれば不合格と決まっているからである。
以上は、通常は同時並行に行なう。その上で、FMEAによって対策が不足するリスクを明確にして是正する。
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	FMEA理論はいくつかの流派があり、多くは第一歩の誤りを犯している。図の上半分は、JIS規格、学者では久米均、指導機関では当研究所が唱えている方式。特徴は、
故障モード＝システムの構造破壊（人体でいえば、骨折）
故障＝システムの機能の不具合（歩けない）
という具合に故障モードと故障を全く違う概念とする。
故障モードの評価の仕方にも相対評価10点法と絶対評価４点法があり、後者は当研究所が唱える優れたやり方である。
図の下半分は、ＱＳ9000規格、学者では真壁肇、田中健次、指導機関では日科技連や日本規格協会などの方式で、特徴は「故障＝故障モード」であり、相対評価10点法である。
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	これはJIS 8115　の「故障」と「故障モード」の定義である。
「故障」は、既定の機能を失うこと、すなわち、機能障害として定義されているので適切である。
しかし、「故障モード」は、故障状態の形式による分類、という意味不明な定義になっている。これは、誤訳であって、
Failure＝故障　　　Mode＝状態の形式による分類
と翻訳したものと推測される。
　しかし、具体例として列挙されているものを見ると、これらは全て構造破壊であることが分かる。
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